
【共生】自然とくらしの共生

【小目標（１）】水環境との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）親水性＝触れ合う機会の拡大(p.71) 
100％ 89％ 

○青少年サマー研修による尻別川いかだ下りを継続的に行っています。
○くっちゃんワンダーキッズ（伝統・芸術・スポーツなどの校外学習講座）を展開。

２）親水性＝近づきやすさの確保(p.72) 
67％ 42％ 

○ボランティアによる尻別川リバーパーク清掃・花壇整備を継続的に行っています。

３）水質・きれいさの確保(p.73) 
93％ 67％ 

○尻別川流域において毎年水質調査を実施しています。
○百年の森や風土館主体の各種観察調査が毎年複数回行われています。
○後志・胆振流域森林・林業活性化センターを通じた伐採状況等の情報交換。

４）水量の確保(p.74) 
50％ 17％ 

○開発行為に伴う河川構造物及び生態系の現状維持を指導しています。

５）水辺地の緑の増大(p.75) 
0％ 17％ 

○周辺緑地の回廊化の立案の面で、旧胆振線跡地利用の検討がされたことがあります。

【共生】自然とくらしの共生 
私たちの生活環境は、水辺や雪、緑、大気、音、景観など、自然環

境のさまざまな側面との間で、相互に強く影響しあっています。環境
への負荷を小さくするほど環境からの恵みが大きくなる循環を創造
し、自然とくらしの共生が実現されることを目指します。 

○進捗状況の総括
ほとんどの課題が短期間及び中長期間通じて計画通り進行していま

す。緑化に関する課題や様々な情報を地図に示す GIS との統合は計画
が遅れていますが、今後事業化が検討されています 

短期(平成18～22年) 中長期(平成23年以降) 

79％ 53％ 
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【小目標（１）】水環境との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

６）地下水汚染対策(p.76) 
67％ 56％ 

○生産履歴記帳運動や土壌分析事業を継続的に実施しています。
○小中学校での学習で活用、最終処分場見学・資料の提供を行っています。

※この記事は平成 23 年 4 月号の広報くっちゃんより引用しました。 

くっちゃんワンダーキッズは町内の小学生を中心とした体験型総合学習を展開し、

左記の近隣の登山以外に、積丹町で実施した「海を学ぼう」といった水環境との共生

の学習も行っています。 

尻別川は羊蹄山の麓を流れて日本海に
注ぐ一級河川です。水質調査は町内を流
れる尻別川の３箇所において、水質の把
握を目的に毎年行っています。 
これまでの調査で環境基準を超えるこ
とはありませんでした。 
詳細は巻末資料 資料 14～26に記載し
ています。 

下流 比羅夫橋 

中流 八号川・尻別川合流点 

上流 中野橋 

※この図は倶知安町のホームページより引用しました。 

http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 
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【小目標（２）】雪環境との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）親雪＝冬の外出・冬のレクの活性化
(p.77) 100％ 67％ 

○雪トピアフェスティバルやサマークロスカントリーなど関連施策を行っています。
○百年の森において雪中キャンプを継続的に行っています。
○じゃがりん号（町内循環バス）やナイト号（スキー場・町内間連絡バス）の運行。

２）利雪＝雪氷冷熱エネルギーの利用
(p.78) 89％ 44％ 

○じゃがいもの雪氷冷熱保存を２事業者が継続的に行っています。
○映画撮影の場所提供およびエキストラの募集を行いました。

３）克雪＝人と環境にやさしい除排雪の推
進(p.79) 100％ 100％ 

○児童生徒の通学路等の除排雪事業を実施しています。
○建築物指導要綱により雪の自己敷地内処理の推奨しており、補助金も支給しています。 
○敷地内雪対策支援事業他多くの施策により豪雪地帯において克雪がなされています。

倶知安の雪を最大限活用した雪トピ

アフェスティバルは毎年多くのお客様

が来られます。百年の森で行われる雪

中キャンプは倶知安ならではの行事と

して毎年行われています。 

じゃがりん号やナイト号は毎年利用

者が増加しています。 

雪環境との共生が実現しています。 

※これらの写真は倶知安町のホームページより引用しました。http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 

※この記事は平成 25 年 3 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 
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【小目標（３）】緑環境との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）住環境の緑＝家の周りや庭の緑の充実
(p.80) 75％ 33％ 

○グリーンフェスティバル事業の補助を行っています。
○個人または町内会単位で自主的に花植を実施しています。

２）都市の緑①＝公園の緑の充実(p.81) 
83％ 50％ 

○花と緑のまちづくり推進委員会運営事業の補助を行っています。
○フラワーマスターの紹介を行っています。
○緑のマスタープランを策定しています。

３）都市の緑②＝道路沿いの緑の充実
(p.82) 13％ 13％ 

○街路樹マップと様々な情報を地図に示す GISの統合は変化が確認できる期間をおいて
調査することを計画しています(GIS の説明は本文 7 ページ)。 

４）都市の緑③＝施設周辺の緑の充実
(p.83) 100％ 50％ 

○乱開発を防ぐため景観地区の設定をしています。
○百年の森主体の各種観察調査が毎年複数回行われています。

５）農地の緑の保全(p.84) 
22％ 11％ 

○GISを利用した農地情報システムを導入しています(GISの説明は本文7ページ)。

６）自然の緑①＝森林など自然の緑の保全
(p.85) 100％ 44％ 

○百年の森で森あそび・木の曜日講座・森づくりの日他関連行事が行われています。
○森林整備地域活動支援金や民有林の交付金で農地の緑の保全が行われています。
○水源林造成事業の維持管理や水源保全条例による農地の緑の保全に努めています。

「倶知安町花と緑のまちづくり推進

委員会」は、平成 17 年 6 月 10 日にボ

ランティア・サポート・プログラムの

協定を交わした新しい団体です。 

左図で示す区間において、植樹帯の

花植え、維持管理を行い、道路沿線及

び地域の環境美化を行っています。 

※この図は国土交通省 北海道開発局 小樽開発建設部のホームページより引用しました。http://www.ot.hkd.mlit.go.jp/ 
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【小目標（４）】野生生物との共生 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）自然の緑②＝緑地に生息する野生生物
の生態系の維持(p.87) 67％ 33％ 

○百年の森や風土館主体の各種観察調査（コウモリ・野鳥）が毎年数回行われています。 
○外来種であるアライグマの駆除を行っています。

２）水辺に生息する野生生物の生態系の維
持(p.88) 83％ 67％ 

○魚道設置提案他多岐の活動により、オビラメの会がイトウの再導入に成功しました。
○開発行為に伴う河川構造物及び生態系の現状維持を指導しています。

アライグマはもともと日本にいなか

った外国の生物であり、農業被害の増

大や生態系への影響が懸念されるた

め、平成 23 年に入ってからは町内で６

頭捕獲されています。 

姿はタヌキと似ていますが、手足が

５本指であり、左図で示すように雪跡

がくっきりと残ります。キツネやタヌ

キの足跡は、全体的に形が丸くなって

います。 

タヌキの足跡 

アライグマの足跡 

後足 

前足 

※これらの写真は倶知安町のホームページより引用しました。 

http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 
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【小目標（５）】大気環境の保全 

目標実現に向けた課題 

( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）大気環境の保全(p.89) 
          

100％ 58％ 

○悪臭の苦情に対し、随時対応しています。 
○花と緑のまちづくり推進委員会運営事業の補助を行っています。 
○花いっぱい運動へ参加・協力しています。 
○大気環境の保全にも関係する地球温暖化対策地域推進計画を策定しています。 
○各種交通安全運動参加・開催、広報にエコドライブ記事を掲載・推奨しています。 
○緑の基本計画を策定しています。 
○ダイオキシン類測定分析を行っています。 
○百年の森あるいは風土館において星空観望会を行っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダイオキシン類の分析測定は毎年町
が実施し、ごみ焼却施設の排ガス、焼
却後の残さである飛灰と焼却灰、焼却
残さを受け入れる最終処分場から排出
される放流水と処分場周辺の地下水を
対象としています。 
参考までに測定している箇所の模式

図を左図に示します。 
これまでの調査で飛灰が基準を超過

することがありましたが、安定化処理
後最終処分しているため、周辺環境に
影響を与えておりません。その他は基
準値を大幅に下回り、適正な管理が行
われています。 
詳細は巻末資料 資料 27 に記載し

ています。 

用語説明 

○ダイオキシン類 

ダイオキシン類は水に溶けにくく脂肪に溶けやすいため、生物濃縮されやすく、自然分解

されにくい性質を持ちます。人に対して、発がんを促進する作用、甲状腺や免疫などの機能

の低下を引き起こすことが報告されています。発生源はごみ焼却ですが、製鋼用電気炉、自

動車排出ガスなども挙げられています。 

地下水 

放流水 

※これらの図は倶知安町清掃センターパンフレット、

倶知安町清掃事業概要より引用しました。 

排ガス 

焼却灰 
飛 灰 
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【小目標（６）】音環境の保全 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）音環境の保全(p.90) 
75％ 75％ 

○各種交通安全運動参加・開催、広報にエコドライブ記事を掲載・推奨しています。
○自動車騒音・交通量測定を実施しています。
○特定建設作業実施の届出許可や大型商業施設建設時の事前書類審査を行っています。
○花と緑のまちづくり推進委員会運営事業を補助しています。

自動車交通騒音・交通量調査は、毎
年町が実施しています。 
左図で示す２箇所にて、道路沿道の

騒音と交通量、通過する車両の走行速
度を測定し、調査地点の状況（立地や
道路構造など）に相応しい環境基準や
要請限度を満足しているかを調べてい
ます。 
これまでの調査で環境基準を超える

ことはありませんでした。 
詳細は巻末資料 資料 28 に記載し

ています。 

用語説明 

○要請限度

要請限度は、自動車騒音により道路周辺の生活環境が著しく損なわれると認めるときに、

市町村長が都道府県公安委員会に対して交通規制等の措置を講じるよう要請することや道

路管理者に対して道路構造の改善等について意見を述べることができる限度のことです。 

国道 5 号線 南 5 条東 1 丁目 

国道 276 号線 北 4 条東 6 丁目 

※この図は倶知安町のホームページより引用しました。 

http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/index.jsp 
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【小目標（７）】心に残る景観の創出 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）市街地景観の向上①＝街並みや公園な
どの景観の向上(p.91) 67％ 56％ 

○倶知安町の美しい風景を守り育てる条例が公布され、景観地区が設定されました。

２）市街地景観の向上②＝街角の清掃や美
化活動(p.92) 100％ 100％ 

○春のクリーン作戦を毎年行っています。
○フラワーマスターを紹介しています。

３）水辺の景観の向上(p.93) 
100％ 50％ 

○開発行為に伴う河川構造物及び生態系の現状維持を指導しています。

４）農村部の景観の向上(p.94) 
100％ 0％ 

○じゃがいもの花情報発信事業を継続的に行っています。

５）自然の景観の向上(p.95) 
100％ 75％ 

○百年の森や風土館主体の各種観察調査が毎年数回行われています。

６）冬の景観の活用(p.96) 
100％ 50％ 

○百年の森において雪中キャンプが毎年行われています。
○雪トピアフェスティバルやサマークロスカントリーなど関連施策を行っています。

【小目標（８）】歴史遺産の周辺環境の保全 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）文化遺産・産業遺産を含む歴史遺産と
その周辺の保全活動(p.97) 67％ 33％ 

○風土館主体のふるさと探訪が毎年複数回行われています。

※この記事は平成 25 年 6 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 

雪融けのごみが目立つ季節に本町では毎年春のクリー

ン作戦と称し、町中の清掃を行います。左図は民間企業

の方がボランティアで役場前の大通りを清掃されている

様子です。このような取り組みは環境基本計画で挙げる

心に残る景観の創出に繋がるものと考えられます。 
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